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はじめに

どもの食の乱れが叫ばれるようになって久しい。とくに近年では、食育基本法の制定などに

見られるように、食育は社会全体でとりくむ重要課題と認識されている。なかでも、なにをどの

ように食べるかということについて、子どもたち自身が学び自立した食生活を送ることが目指さ

れている。しかし、現実には、朝食の簡略化、孤食の問題など、子どもにとっては厳しい食生活

の状況が続いている。

従来食に関する教育は、学校教育のなかでは給食の時間に主として学級担任、栄養士が行って

きた。さらに、 2005年からは、栄養教諭制度が実施され、その職務として食育が重要視されるよ

うなり、給食における食の教育は一層重視されつつある。一方、家庭科教育でも戦後一貫して小

学校高学年および中学校・高等学校において食に関する教育の実践を積み重ねてきている。とく

に小学校高学年における食教育は人生の基礎となる食生活に関する教育として重要性が認識され

てきている九さらに近年では、食教育が小学校低学年から必要との考えから、その実践を提案

する研究もみられるへ

そこで、これまでの家庭科教育での実践の蓄積をベースとして、より早い時期から食教育を実

施することを目指して、保育園児を対象とした食教育プログラムの実践を試みた。本稿では、ま

ず、食教育ブ。ログラムの実践に先だって行った菌児の金生活の実態調査の結果を示し、その結果

からプログラムをどのように立案したかを詳述し左上で、実践の概要、実践後の考察を示して本

研究の食教育プログラムの有効性を検証する。

1 .保育園児の食生活実態の把握

対象児の食生活実態を把握するために、二つの調査を実施した。一つは、幼児の食べものの好

き嫌い調査である。先行研究においてもこの種の調査は報告されているが、保護者が回答するも

のがほとんどである。そこで、今回は保育園児に開き取りによって女子き嫌いを回答してもらい、
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その結果を担当保育士および母親に確認してもらうとしづ方法をとった。もう一つの調査は、対

象国児の担当保育士に子どもの食生活実態、に関してインタビューを行ったものである。これはグ

ループインタビ、ューの方式をとり、自由に子どもたちの実態を語ってもらうことによって、子ど

もたちの食生活の状況をリアルに抽出することを目的とした。以下に、その概要と結果を示す。

(1)保育爵児への食べものの好き嫌い調査

さいたま市内のS保育習の年少~年長児41名を対象に、 2005年12月、食べものの好き嫌い調査

を行った。その結果、子どもたちには嫌し、なものが少ないこと(総品数1435，好き1200，嫌い227，

その他8)、嫌いな食べものは、野菜類が中心ず(嫌い227のうち野菜が嫌い133)あることが明ら

かになった。先行研究と同じく、子どもは野菜に対して苦手意識を持ちやすいことがわかる。 補

足的に行った保護者対象の調査によって、これらの好き嫌い調査の結果は確認された。このほか、

保護者に、家庭の食事において大事にしていることを記述してもらったところ、“心"の成長に関

する回答もあったが、多くの保護者は“からだ"の成長を重視していることがわかった。(表1)

(2 )保育土さんへのインタビ、ュー調査

菌長先生、および保育士・調理師の計7名を対象に、

2006年2丹、保育園での幼児の食生活実態に関して、

グルーフ。インタビュー調査を行った。

ィーンタビューでの発言をデータ化して分析した結果、

具体的な食行動の問題に関する発言が多くみられた。

保育土は、幼児の食行動の開題を家庭での様子も含め

てよく把提していることがわかった。また、食行動の

問題に対する働きかけに関する発言では、f行動を促す

だ、けの言葉かけj が多いことが示された。

表l家庭の食事において大事;こしていること(自由記述 23人)

おホヲノノ 薄 手口 食嫌 手 エ1白qミこお Jにず
~こし、

り 味 食 らな 作 し し、 。コ
よ れ物 り し、 し 他
く るで

食事
し、

がスン
よも

食事フ

からだの成長重視
子ころの

日人
成長重視
7人 2人

からだとこころの成長重視
3人

2.保青菌克の食生活実態から食教膏実践をつくる

以上の調査結果より、対象とした保育問児はこれまでの多くの先行研究と潤じく野菜を嫌う傾

向があることがわかった。一方、食の問題行動に対しては、保育士がその問題に対応するには国

難な状況にあり、現実には行動を促すだけの言葉かけを行う傾向にあることが明らかとなった。

また、保護者は子どもの食生活においては、主にからだの成長をより心がけていることもあきらか

にした。先行研究によれば子どもが野菜を嫌うことは人間としては自然なことであるとしづ。カ

ロリーの低い野菜よりはカロリーを多量に摂取できる糖類やj樹脂を好むのは動物であるヒトにと

っては当然のことであるからだ。ただし、食の行動心理学の知見によれば、子どもの周りにいる

大人が楽しい雰間気の中でおいしく野菜を食べている様子を、繰り返しそばで見ることによって、

子ども自身もやがて野菜をおいしく食べるようになると言われている 3)。このことから考えれば、

食をからだの成長のためのものとのみとらえることは、食を文化的体験として楽しむことを遠ざ

け、豊かな食体験を奪ってしまうことにもなりかねない。すなわち、食生活がからだと心の双方

の栄養となるような食教育が、今こそ望まれるのではないだろうか。さらに、食べものに関する

知識は、子どものころから理解可能な範囲で繰り返し伝えることによって、食べものに対する関心

を喚起することになると考える。その際に、子どもに関わる大人が食に関する知識をもち、心豊
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かな食経験を共にしながら支援することが大切であることは言うまでもない。

そこで¥本研究においては、子ども自身が食べものと自分のつながりを心とからだの荷面から

とらえるような実践をつくることとした。テーマは f自分と食べものの関わりjである。この実

践においては、以下の通り三つのねらいを設定した。

まずーっ自のねらいは、食べものを愛しむ心、食べものに対しての愛着を育むことである。私

たちは、自らの生命を維持するために食べものを食べる。それは日常的に行われていることであ

り、また、錨食の現代では多くの人が何気なく食べものを食べてしまっているのではないだろう

か。しかし、食べものを食べるということは大地の恵みをいただいているということ、そして食

べもののいのちをいただいているということなのである。食べものの成長や旬についての理解を

通して、自分たちの身近にある食べものが大地の恵みであるということに気づかせ、自分を取り

巻く食べものについて理解を深めさせることによって、食べものに対する愛着を青みたいと考え

る。(食べものへの愛着を育む)

二つ自のねらいは、栄養的な顕から食べものを捉えさせることである。子どもにとって、食べ

もののからだの中での働きは自分の目で見えなくなってしまっているため理解しにくく、意識も

向きにくい。しかし、これから先子どもたちが成長し、健康に生きていくためには、自分のから

だについて理解し、自分のからだと食べものをつなげて考えられるようになることは非常に重要

なことである。そのことによって、好き嫌いなく食べることの意味や噛むということの大切さを

理解することにつながるのではないだろうか。(食べものの栄養について理解する)

三つ自のねらいは、子ども自身が調理することを通して、実捺に自分の自で食べものの材料を

見て、触って、においを感じること、また、調理の音を楽しみ、そして作ったものを食べ、味や

食感を楽しむといった人間の五感をつかってからだ全部で食べものを感じることができることを

重視することである。そのために、調理実習を設定した。この調理実習は、前述のこつのねらい

をつなげるとしづ意味もある。すなわち、食べものへの愛着を育むことと自分のからだの中でそ

の食べものがどのように栄養となっていくのかを理解するためには、調理する、食べるという人

間の営みが重要である。そこで、自分たちで食べものを調理し食べることを通して、このこつの

ねらいをつなげるとともに、自分と食べものとを結びつけることが可能になると考えた。(五感を

使ってつくる・食べる)

3. 保育菌克に対する金教育プログラムの概要

実践のねらいをふまえて以下に示した3回構成め食教育プログラムを開発した。食べものが大

地の恵みであることなどを実感しやすくするために、本実践の実施時期 (11月)の旬の食べもの

である「さつまいもJを食材として用いた。さつまいもをより印象付けて子どもたちの興味を引

くとともに、効果的に食教育の実践を行うため、さつまいものキャラクター「さつまくんj とい

うパベット人形を制作し、 3白すべての実践に用いることとした。

第 1回 食べものについて知る

第2回 食べものを調理しておいしく食べる

第3回 からだの中での食べものの働きを知る
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以下に各回の実践の概要について記述し、実践の流れを表で示す。

第1囲 金べものについて知る

季節を追いながらさつまいもが育っていく過程を f仕掛け絵本jで表し説明した。ここでは、

さつまいもが一番おいしい季節は秋であること、食べものそれぞれには、一番おいしい季節があ

ることを示しながら、私たちが食べている食べものが自然と深く関わっていることを理解させた。

第1回
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i 内容

lさつまいも、じゃがいも、里芋の影を見せ、何のi
jいもかを子どもたちが当てる。 I

今回はさつまいもの話をすることを伝える。

竺竺竺ツト服ノIð./)~;g-J :a:-前'00
さつまいもの苗を植える。

太陽・水・土のカをもらって、どんどん葉や根が!
伸び大きく育っていく。 I
さつまいもの詑の写真を見せる。 I
葉や根が伸び大きく育ち、さつまいもができるoI 
秋は一番さつまいもがおいしく食べられる季節j
(旬)であることを伝える。 i
1，¥有ご、トマト、みかんの匂はいつかを子どもたi
ちが当てる。

さ
つ
ま
い
も
の
育
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第2回 食べものを調理しておいしく食べる

五感をつかい、からだ全体で食べものを感じるというねらいのもと、子どもたちが主体となっ

た調理実習を行った。作る料理はさつまいもの茶巾しぼりである。調理実習では、実際にさつま

いもに触れ、自分で、切ったりつぶしたりまぜたりしていく中で、さつまいもの硬さや外見の変化

を楽しむと共に、自分たちで、作った料理をおいしく食べることを大切にした。また、それぞれの

調理作業に関しては、子どもたちに理解可能な範囲で科学的な理解を促すように説明を加えた。

年長児11名を対象としたが、初めての調理実習で、あったことや、すべての調理作業を子どもたち

に体験させるために、安全・衛生に配慮し、家政専修の学生4名をアシスタントとして配置した。

できあがった茶巾しぼりはおやつの時間に食べた。

第2白食べものを調理しておいしく食べる 実践の流れ

12)さつまいもをゆでる
③さつまいもをゆでている間に、 トッピング用のリンゴを切る
岳ゆであがったさつまいもの皮をむく
告さつまいもをつぶす
@味付け・味見をする
⑦リンゴを加えラップで包んで、しぼる
それぞれの論理作業の前に、これからどのような作業をするのか手本を見
せ、改めて注意点等の説明をする。
個々の子どもの状況を見て、クッキングアシスタントが補助をする。
出来上がった茶巾しぼりにヲボンを飾りつけ、一人ずつ写真を撮る。また、
子どもたちに作った感想、を開く。(後
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第3留 からだの中での食べものの働きを知る

栄養的な面から食べものを捉えさせ食べものと自分のからだ、を結びつけるというねらいのもと、

からだの中でのさつまいもの働きについて紙芝居を使って説明した。さつまいもがみんなのカに

なりやすくするためには、よく噛むことが大切であるということ、さつまいもに入っている食物

繊維がおなかを掃除してくれること、食べものによって持っている栄養が違うため、さまざまな

食べものを食べるのがよいということを内容とした。

第3回からだの中での食べものの織きを知る 実践の流れ

口

送。道を進むと大きな部屋があ
でもさつまくん、このままの大きさでおなかに入ることできるかな?

iそうです。おなかに入るためには、みんなの白くて強し、歯でもぐもぐかみかみ。みんi
なも真似してみて!するとさつまくんは口の中で、どんどん小さくなっていきます。 I

もぐもぐかみかみ、もぐかみごっくん

みんながたくさん噛んでくれたお陰で、さつまくんは小さくなっておなかに入れたよ。
おなかに入ったさつまくん、なんだか吸い込まれていってるね。これはさつまくんが
ぺ〉っているみんなを元気にしてくれる索、栄養って言うんだよ。小さく噛めば噛むほ J
とf栄養はからだの中に吸い込まれやすくなるんだ。だからたくさん噛もうね

!吸し込まれた栄養は、みんな6とからだのいろんなとこに行きます。そして、みんながj
l元気に滑1台で遊んたち、鉄棒をしたち、サ yカーをしたりするパワーになるんだよJ
iでもね、さつまくんがもっている栄養がパワーになるにはちょっと時聞かかカ喝んだJ
げかも、栄養角川ワーになそように、こまんを食べた後はゆっくりお休みしょうね

i今度は、さつまくんの栄養が吸し泣れた後のみんなのおなかの中を児三三日 5Iofi'i 
あれあれっさつまくんのカスが残ってしまっているね。さつまくんのカスだl打;ゃなi
いよ。他の食べものもカスが出るから、おなかの中はカスだらけ。でもまえこんなカスi
だらけのおなかをきれいにしてくれる子がいるの。 I
じゃじゃーん!さつまくんのお友達、食物繊;准の「せんし、ちゃん」て寸。いつ'blまさ!
つまくんの中に隠れているんだけど、みんなのおなかの中に入るとぴょんと出てきてJ
みんなのおなかをきれいにお掃除してくれるんだよ。お陰でおなかはtaっかびか!

lm…お掃除一時…ち主ぷ::rのタト!に出るんだ。かすがたくさんあると大きな大きなうん ちはか 1

らだが元気、おなかがきれいな印。いつもこんな大きなうんちが出るといいね。

うんちの他にも、さつまくんを食べるとよく出るものなんだ?
iぶつぶつぶつぶー!そうです、おならです。おならばからだの中でさつまくんがもっ!
ている栄養がみんなのパワーになっているしるし。そして、せんいちゃんがきれいにi
おなかを掃除してくれているしるぶちょっと臭いけど我慢してね。

今まで、みんなにさつまいもの話しをしてきました。でも、みんなはさつまし tの他i

;にも沢山の食べものを知っていると患います。食べものによって少しずつもっている
栄養が違うから、好きなものばかりを食べるんじゃなくて、色々な物を食べようね。
そして食べものがもっている栄養がパワーになりやすいように食べるときはモグモ
グ、かみかみ、しっかり噛もうね。

4. 食教育実接プログラムの効果 ~ ーヵ丹後の聞き散り調査から
食教育実践の定着状況を把握するために、子どもたちに対して実践の一ヶ月後に開き取り諦査

を実施した。
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開き取りは、通常の保育園の自由遊びの時間に、筆者の一人が 1ヶ月前の一連の実践フ。ログラ

ムについて覚えていることを、一人ずったずねるとしサ方法で、行った。聞き取った内容はすべて

録音し、トランスクリプトに起こしてデータ化し、文脈上で判断しながら筆者二人で読みといた。

今回の実践においては、三回の食教育実践が子どもたちにとって変化のある楽しい活動になっ

てほしいという趣旨から、三回それぞれの実践方法をタイプの違うものにして行った。このこと

が、子どもたちには三田の実践がまったく違う体験として鮮明に記寵されていることが分かった。

以下に、開き取り謂査の中で子どもたちが各回の実践について語った内容を回ごとに示しながら、

この食教育プログラムの有効性を考察する。必諜に応じて、実践中の園児の様子を示して説明を

力Eえる。

①食べものについて知る

さつまいもの成長を中心に仕掛け絵本で説明した内容をよく覚えていた。また、この中で特徴

的で、あったことは、実践の内容と共に、過去に経験した芋掘りのことや、家で育てている野菜の

ことを話してくれる子は、他の子よりも生き生き話していたことである。これは、実践の内容と

自分の経験をつなげて理解することによって、実践がより身近で楽しいものになったからだと

える。ねらいとしていた、食べものは大地の葱みであり、食べもののいのちをいただいていると

いうことを実感し、食べものへの愛着を育むためには、本物の土や食べものに触れ、自分で食べ

ものを育てるなどの経験をすること共に行うことが大切であると考える。

4ム
ヴ

tつム

②食べものを調理しておいしく食べる

茶巾しぼり作り(調理実習)で特に覚えていることとしてでてきたことは、包丁を使ってさつ

まいもやりんごを切ったりしたことが楽しかったということで、あった。実際の調理実習で包丁を

使う場面では、みんな緊張感を持って真剣に切っていたが、切り終わるとすごく充実した顔にな

っていたことからもよくわかる。子どもたちは、様々な調理作業の中で、も包丁を使って食べもの

を切るという行為に対して、料理の花形というイメージを持っており、子どもたちにとって印象

に強く残ることでーあったのだと考えられる。このことは、生徒にとっての調理実習の意味につい

ての研究4)において、高校生が f包丁を使う技能を身につけることによって、様々な料理ができ

るようになるとしづ可能性を期待してjおり、 f包丁を使う技能は調理をするうえでの基本であり、

これができれば料理の幅が広がる」と考えていることとも共通する。高校生だけではなく幼児に

とっても、包丁が使える技能を身につけることが、料理ができるという有能感を持つことにつな

がり、それが楽しいとしづ感情につながっているのだと考えられる。

くからだで感じ覚える>

今屈の調理実習では、難しい調理作業は大人が手伝ったが、多くの調理作業を子どもたちが主

体となって行うようにした。そのため、包丁で食べものを切ったことに加えて、さつまいもの皮

をむいたこと、つぶしたこと、ラップで包んでしぼったことなど、自分達が経験したことをつぶ

さに覚えていた。

さつまいもを切る際、時間の関係で、本来切る予定で、はなかった年少・年中児・先生用の太くて

硬いさつまいもを切ることになった。さつまいもだけではなく、茶巾しぼりのトッピング用とし
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てりんごも切った。このことは、子どもたちが「おつきいおいもが一番硬かったJr小さいおいも

の方が柔らかかったj、「りんごがスススッって切れた」といった話に代表されるように、間じさ

つまいもでも太さや大きさによって硬さが違うこと、食材によって切りやすさが違うということ

を実感するよい機会となっていた。また、さつまいもをゆでたり皮をむいたりしたことを覚えて

いる子は、「お揚が熱かったJや r(さつまいもは)熱かったけど皮がむけてよかったJということ

を話していた。自分違が調理で、ゃったことを“硬い"や“熱い"のようにからだで感じたことで

記憶していた。つまり、頭で考え理解したことによって記壊に残ったので、はなく、体感したこと

がそのまま記憶に残っていると考えられる。

<食べておいしい>

さつまいもの茶巾しぼりを食べた感想を割いたところ、全員が fおいしかったjと答え、「甘か

ったjや fおいもが柔らかかった」、 fりんごがサクサクしていた」といった具体的な理由も話し

ていた。味見の時、子どもたちが fおいしい!Jと言って思わず飛び跳ねて喜んでいた姿や、お

やつの時間に自分達で、作った茶巾しぼりを本当においしそうに笑顔で食べていた姿からも、子ど

もたちの記龍に“食べておいしし、"とし、う体験が強く残っているのだと考えられる。

このような“食べておいししゾ'という記憶、が、茶巾しぼり作りをより鮮明に覚えているという

ことに影響しているのではないだろうか。確かに、初めてさつまいもの茶巾しぼりを作ったこと

や初めて包了を使ったことは、それだけで、も充分記憶に残る体験で、あったに違いない。そして、

その体験が例え困難なことで、あっても、それを嫌だなとは思わず、その体験したこと一つ一つを

楽しんだ様子からも、茶巾しぼり作りが楽しかったことは明らかである。さらに、自分達で“作

った"茶巾しぼりが“食べておいしい"ということと結びつくことによって、より鮮明な記憶と

して残ったのではないだろうか。つまり、“作る"ことを通して体感したことと、子どもたちにと

って日々の生活に密着している“食べる"ことを通しての“おいしい"という経験が合わさるこ

とによって、記憶として残りやすく定着がよくなったと考えられる。

③からだの中での食べものの働きを知る

紙芝居で覚えていることを聞くと、「よく噛むこと」や「さつま君を食べると元気になるj 九、

い物食べたら、バナナうんちが出るJr噛んで、小さくなって、飲み込んで、残ったカスがうんち

になって出てくるJ、そして「からだの中でさつまくんがこんな風にしているのかっていうのがわ

かったjというように、ほとんどの子が、食べものと自分のからだとを結びつけた話をしていた。

また、当初内容としては少し難しいかと予想しτ七、た食物繊維の話について多くの子が自分から
覚えていることとして話した。「さつま君の友達が、からだの中でお掃除していたjと話してくれ

た子が5人、そのうちの2人が f食物織縫jいう名前も覚えていた。

このように、子どもによって覚えていることは様々で、あったが、しっかり食べものと自分のか

らだを結びつけて話の内容を覚えていた。年長児にとって、金べものと自分のからだのことにつ

いて理解することは充分可能であり、発達段階から考えても子どもたちの興味iこ合っている話で、

あると考えられる。また記壊の仕方も、呂で見たことを頭で考え、それを覚えているという知的

な記憶の仕方をしていた。子どもにとって、食べものと自分の体のことをつなげて理解すること

は、知的な活動を通してより深く認識されることがわかった。

zu 
ヴ

t
円

L



園田

保育圏児を対象とした食教育プログラムに関する実践的研究

5. 保育園児に対する食教育英践の可能性

以上に見てきたように、本研究で実施した3つのねらい「食べものへの愛着を育むJr栄養につ

いて理解する日五感を使ってつくる・食べるjを柱とした食教育プログラムは保育園児にとって、

食に対する興味・関心を育む契機になったものと考えられる。そこで、この実践研究の知見から、

幼児期に行う食教育についてのポイントを以下に3点述べる。

(1)感性的認識を重視する

幼児期からの食教育で最も大切にしたいことは、食べることが楽しいとしづ経験をさせること

である。つまり、からだがおいしいと感じるこ之によって食べる経験が心地よいものとして、生

涯の食生活の基盤となることを重視したい。頭で理解して食べることよりは、からだが適切な食

べものを欲することやからだがおいしいと感じることは豊かな食生活を営むことにつながる。ま

た、食べることそのものだけではなく、食べものに触れること、調理する作業そのものが感性に

訴えるものであることが、子どもたちの興味や関心を引き出すことにもなり、記憶も鮮明になる。

(2)様々な学習方法を用いる

本研究で開発した食教育フ。ログラムは、意国的に3回の実践をそれぞれまったく異なる方法で

構成した。そのために仕掛け絵本、パベット人形、紙芝賠など教材も工夫を施した。日常的には

ここまでの準備は難しいと思われるが、なによりも、子どもたちを飽きさせない教材や学習方法

の工夫が必要ではないだろうか。

(3 )知的欲求を満たす

今回は対象が年長児で、あったことから、比較的難しい栄養に関する知識や、調理科学に関する

知識もなるべくわかりやすく説明することを心がけたが、子どもたちは予想以上にこれらの知識

を正確に理解していくことがわかった。また1ヵ月後の聞き取りにおいてもほとんどの子どもが

これらの内容を記憶していた。このことから、 5歳児であれば知的欲求を満たすための知識を、

地の活動と関連付けて教えていくことが可能であると考えられる。単なる食べる体験、つくる体

験で終わることなく、その後の食生活に応用できる形で知的欲求を満たしていくことが重要であ
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(4)イベントとしての調理から日常生活へ

本プログラムの3回の実践は、子どもたちにとっては鮮明な印象を持ったと思われるが、その

ことは、イベント的な要素があったことにも原因があると考えられる。このようなイベントとし

ての調理も食の学習としては有効であるが、そこから日常生活へとつなげていくことが最終の商

標である。今回は、プログラムでの子どもたちの取り組みと調理実習の作品と子どもの写真を保

護者へ送るという家庭への還元を行ったが、より日常への還元の方法も模索していく必要がある。

おわりに

本研究で実施した食教育プログラムは、筆者の一人である高島が、 1年半にわたるS保育園で

のフィールドワークの最後に実施したものである。通常調理実習を伴う食教育実践は困難を伴う

ことが多い。にもかかわらず、 S保育園から「なるべく子どもたちに多くのことを体験させてく

ださいj という踏ましと理解をいただき、 3函連続のフ。ログラムとして実施することが可能とな

った。
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食教育は、その必要性が社会に広く認知されているが、決め手となる実践や効果が見られない

まま現在に至っている。それは、食生活という営みが、その多くを家庭に依存していること、

庭での食生活はいまだプライバシーに関わることとなっているためではないだ、ろうか。食生活の

ように家庭に関わることは学校や社会が干渉すべき問題ではないという意見もかつてはあった。

しかし、今回の実践に先立つ調査でも明らかになったように、食の問題は家庭・家族の問題で、あ

り、これは社会のあり方や矛愚につながっていると考えられる。子どもたちがどのような家庭環

境にあったとしても、学校教育において生活に関する知識や、文化を学ぶ機会を保障するという

視点から家庭科教育の実践は蓄積されてきたといっても過言ではない。これと同じく、食教育は

すべての子どもたちの文化的で、健康な生活を保障するための学習として行うべきものではないだ

ろうか。

とすれば、単に食品の栄養や食べ方を教え、スローガンにそって正しい行動を5齢、るものでも

ない。より多くの食に触れる機会を作り、食べることが楽しいこと、食を臨む人間関係が豊かで、

あること、命をいただくことによって私たちが生きていることの感謝を、継続的に伝えていくこ

とが重要であろう。本研究における食教育プログラムは、その一つの例として可能性を探ったも

のである。今後は、先にも述べたようにこのような保育器でのイベント的な実践をいかにB常生

活とつなげていくかを課題としたい。

最後に、本プログラムの実践にあたって、多大なご協力をいただきましたS保育盟の圏長先生

をはじめとする先生方、関兜および保護者の皆様lこ心より感謝申し上げます。
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